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15 牌炎症性偽腫癌の 1例
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症例は43歳,女性.平成 19年5月入間 ド､ソク

のエコ-にて牌腰痛を指摘された.近医を受診し,

CTで内部が不均一に造影される5.6cm大の聴感

として認められた.悪性腫癌も否定できないため

診断 ･治療目的に手術を勧められたが,経過観察
の方針となった.腺癌は徐々に増大し平成20年8

月には魔境径8.0cmとなったため,当院を紹介受

診した 牌門部へのアプローチが容易な開胸経横

隔膜的鯛摘術を施行した.病理組織学的には炎症

性偽腫癌と診断された.炎症性偽腺癌は全身の

様々な臓器でみられる比較的稀な疾患である.牌

原発のものは1984年に初めて報告され,本邦で

はこれまでに54例程の報告があり,今回若干の

文献的考察を加え報告する.

16 膝頭十二指腸切除術後のプロカルシトニン測

定による合併症予測
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【目的】血清プロカルシトニン 津CT)櫨は,敗
血症診断におけるマーカーとして有用とされてい

る.消化管手術周術期では,術後 1病日に高値を

示すことが報告されている.輝頭十二指腸切除術

において術後 1病胃のPCT値と術後感染性合併

症との関連について検討した.

【方法】牌頭十二指腸が施行された17例を対象

とし,術後 1病日のPCT値を測定した.
【結果】術後感染性合併症は10例 (58%)に発

症した.感染症発症例のPCT値は,感染症非発症
例に比べて有意に高値を示 した (p -0.02).術

後 1病日の白血球数,CRPは両群間に有意差は認

めなかった.

【結語】輝頭十二指腸切除術における術後 1病

383

日のPCT測定は,術後感染性合併症発症の早期
予測に有田である.

17 I)PC病院における外科診療
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DPC(di曙nOS呈sprocedurecombination)は急
性期入院診療報酬の包括化のために導入されたシ

ステムである,その導入により診療の透明化が期

待され 自院の診療が他と比べどのような位置に

あるのか比較ができ,医療の質の均質化と無駄の

ない医療が必要とされる.

当院は平成20年4月よりDPC病院となり,料
半年が過ぎ実際の外科診療において何が変わった

か検討した.ジェネリック薬剤の使用,外来検査

の推進,入院期間の短縮など以前より進んできた.

また外来化学療法の推進も行われている.現在ま

で収入面では出来高払いと大きな差は見られてい

ないが,より無駄を省いた診療が必要とされる,

18 血管輪による著しい気道狭窄に対する1治験
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症例は1歳 7カ札 男児.在胎31週,135塵の

双胎第一子として出生,生後 11カ月頃より職場

が出現 し,加療で改善 しないためCTを掘影した
ところ血管輪による気道狭窄と診断された.

入院時,食道狭窄やその他先天性奇形はなし.

術前の3D-CT,気管支鏡検査で気管支-気管に

狭窄を認め,最峡部/正常径比-18.4%であった.

治療は左側大動脈弓及び動脈管索離断術を行い,


